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Ⅴ．特記事項 

 

1．建学の精神を基調とした本学ならではの教育 

建学の精神「心技一体」を基調とした本学ならではの教育が本学の個性・特色である。

授業科目「建学の精神」は、全学科において 1年次前期の必修科目であり、15回のオムニ

バス科目ではあるが、そのうち 8回を本学園ならびに本学の創業者自らが教鞭に立ち、本

学の建学の精神の本質的な意味について理解を深めるとともに、 授業の中にアクティブ・

ラーニングも組み入れ、学生自身が目指す人材とは、一体どのようなものであるかといっ

た本質を深く捉え直す作業を通して、その精神を体得していく科目となっている。さらに、

後半 7回の授業では、日本の伝統文化として代々受け継がれてきた「茶道」「華道」をそ

れぞれの師範を招き、これら伝統文化を体験することを通じて、和の精神と作法を学ぶ。

本科目は、これら一連の学修を通して、より良い技術とは、技術力のみではなく、それを

用いる人とその健康な体が調和されることで、はじめて社会にとって貢献しうる技術とな

ることを、入学初年時の段階で体感してもらうことを主旨としている。  

さらに、「建学の精神」と同様に全学科必修科目である「コミュニケーション技法」を

1年次・2年次に配置し、「建学の精神」で理解を深めた「心技一体」を踏まえ、それぞれ

の学部・学科の教育目標ならびに教育内容を改めて見つめ直す機会を設けている。それと

併せて、本科目では、3 日間の合宿研修を行い（令和 2 年度・令和３年度は、コロナ禍の

影響により学内研修で代替した。）、他者との共同生活に適応し、人間関係を深めつつ、

自己表現力の基礎を学修することを通じて、ディプロマ・ポリシーの一つである「自分の

考えを積極的に話せて人とコミュニケーションをとれる」ための素養を身につけてもらう

ことを目標としている。 

 

2．ひろしま人間教育研究センターの活動 

「ひろしま人間教育研究センター」は、学生が現場の優れた教師たちと共に実践的・多

角的な授業づくりの視点をびあうための「授業づくり研究」の拠点をめざして、平成 27

年 4月に、本学宇品キャンパスの子ども教育学部内に設置した。 

本センターは、平和・人権重視の「ひろしま教育」、教えるための知識・技術のみなら

ず、子どもたちとつながり、保護者やさまざまな教育関係者とつながる人間力を育てる「人

間教育」を統一した先進的な学びを、卒業生、学生、学外の教育者、本学教員とともに探

究する活動を行なっている。活動内容は、主に小学校での授業研究を中心に、「研究交流

提携事業」を積極的に推進している。授業力の向上をめざす現場教師へ指導助言を提供す

るとともに小学校教師をめざす本学科生も授業研究に参画し、教師としての資質向上に努

めている。具体的活動として、年 2回（夏期・冬期）ほど、「授業づくり合同研究会」を

開催している。学（トル）研究交流提携校との授業研究会、授業観察、教員との交流の成

果・課題を持ち寄り、分析・検討を行なっており、教育行政との関係構築や、学校間連携

の仲立ちなどの機能を果たしている。また、本学卒業生が主体となって、「授業実践研究

交流会」を定例（毎月）で開催しており、卒業生が教育現場で日々感じている悩みを出し

合ったり、新たにやってみたいことを交流したりしながら、各自が関心を持って実践した

ことについて語りあう場を提供することで、卒業生へのアフターケアの役割も担っている。 

他方で、本学周辺の小学校や子ども食堂でのボランティア活動に学生を積極的に派遣す

るなど、配慮を要する児童の居場所となっている小学校や施設とのケアマネジメント的な

役割も果たしており、地域貢献の一端を担っている。 


